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国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め
て
い
た

道
路
情
報
提
供
施
設
と
24
時
間
利
用

で
き
る
公
衆
用
ト
イ
レ
が
道
の
駅
に
完

成
し
ま
し
た
。
そ
の
完
成
を
祝
っ
て
、
小

春
日
和
の
11
月
22
日
（
土
）
、
道
の
駅

大
山
恵
み
の
里
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

生
産
者
有
志
が
朝
採
れ
の
新
鮮
野
菜

や
果
物
を
軽
ト
ラ
で
持
ち
込
み
、
対
面

販
売
で
来
場
者
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
山
町
青
年
団
に
よ
る
餅
つ

き
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
つ
き
た
て
餅
の

振
る
舞
い
は
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

に
ぎ
わ
い
で
し
た
。



【部
会
等
活
動
状
況
】
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◆
道
の
駅
か
ら
・・・

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

扱
金
額
は
年
間
１
２
０
万
円
ほ
ど

で
し
た
が
、
今
年
度
は
３
か
月
を

残
し
て
す
で
に
１
，
７
０
０
万
円
を

売
り
上
げ
、
年
間
で
２
，
０
０
０
万

円
に
迫
る
勢
い
で
す
。

国
の
制
度
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

充
実
す
る
見
通
し
で
す
の
で
、
更

な
る
販
売
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
、
道
の
駅
か
ら
の
商
品
提

供
は
16
品
目
で
す
が
、
来
年
度
は

加
工
品
を
中
心
に
野
菜
・
果
物
等

含
め
40
品
目
程
度
ま
で
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
山
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
人

気
商
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
納
税
額
１
万
円
～
５
万
円

①
大
山
ル
ビ
ー
豚
焼
肉
セ
ッ
ト

②
ハ
ー
ブ
チ
キ
ン
セ
ッ
ト

③
特
別
栽
培
米
１
０
Ｋ
ｇ
（
白
米
）

④
ご
当
地
カ
レ
ー
セ
ッ
ト

●
納
税
額
５
千
円
～
１
万
円

①
大
山
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

②
陣
構
の
お
茶
セ
ッ
ト

な
お
、
ル
ビ
ー
豚
及
び
ハ
ー
ブ
チ

キ
ン
は
９
月
以
降
、
商
品
が
欠
品

状
態
で
す
。

12
月
22
日
（
月
）
、
生
産
者
協
議
会

（
構
成
メ
ン
バ
ー
は
各
部
会
の
部
会

長
、
副
部
会
長
）
を
開
催
し
、
本
年
度

の
活
動
状
況
や
課
題
、
部
会
同
士
、

公
社
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
穀
物
部
会
】
グ
ル
ー
プ
化
し
た
特

栽
米
、
大
豆
の
生
産
拡
大
、
選
別
基

準
等
ル
ー
ル
づ
く
り
、
販
路
確
保
に

向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
加
工
品
部
会
】
ふ
る
さ
と
納
税
等

加
工
品
の
需
要
は
増
え
て
い
る
。
加

工
品
の
販
売
拡
大
の
た
め
に
も
定
期

的
に
講
習
会
等
を
実
施
し
、
消
費
者

に
安
全
・
安
心
を
提
供
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
果
樹
部
会
】
梨
等
の
販
売
拡
大
の

た
め
、
公
社
の
直
接
買
い
取
り
を
推

進
す
る
。
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
等
研
修
を
予
定
。

【
花
卉
部
会
】
公
社
の
販
売
計
画
に

も
役
立
つ
の
で
、
会
員
向
け
の
野
菜

苗
の
受
注
生
産
を
検
討
す
る
。

【
野
菜
部
会
】
マ
ル
イ
へ
の
午
後
便
、

マ
ル
ナ
カ
へ
の
週
２
便
の
試
行
は
一
定

の
効
果
あ
り
。
計
画
生
産
、
計
画
出

荷
の
取
り
組
み
と
し
て
、
玉
ね
ぎ
と

金
時
草
（
水
前
寺
菜
）
を
推
進
し
て
い

く
。

【
生
産
者
協
議
会
】
軽
ト
ラ
市
の
定

期
開
催
（
年
間
で
複
数
回
）
を
部
会

等
で
検
討
す
る
。
公
社
に
対
し
て
、

ネ
ッ
ト
通
販
の
積
極
的
な
取
り
組
み

の
要
望
あ
り
。

公
社
と
連
携
し
た
取
り
組
み

【
穀
物
部
会
関
係
】

大
山
町
産
大
豆
１
０
０
％
の
丸
大
豆

醤
油
造
り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
２
年
余
り
の
熟
成
期
間
を
経

て
、
公
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
醤
油
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
醤
油
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品
づ
く
り

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

大
山
町
産
特
別
栽
培
米
こ
し
ひ
か

り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
袋
の
デ
ザ
イ
ン
が

決
ま
り
ま
し
た
。
大
山
に
生
き
る
人

の
力
、
大
山
に
生
き
る
自
然
の
力
を

一
粒
の
お
米
に
凝
縮
し
ま
し
た
。
イ

ラ
ス
ト
は
自
然
の
力
を
「
太
陽
、
大

山
、
日
本
海
、
お
米
」
で
描
き
、
大
山

町
の
人
の
ぬ
く
も
り
が
出
る
よ
う

に
手
描
き
で
温
も
り
感
を
表
現
し

ま
し
た
。
全
国
に
向
け
て
大
山
町
の

「
力
」
と
「
温
も
り
」
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

特
裁
米
グ
ル
ー
プ
同
様
、
独
自
の

グ
ル
ー
プ
基
準
（
ル
ー
ル
）
を
作
り

出
荷
い
た
し
ま
す
。

野
菜
部
会
よ
り
昨
年
よ
り
提
案

の
あ
っ
た
販
路
拡
大
に
向
け
て
の

取
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
岡
山
マ

ル
ナ
カ
へ
の
出
荷
が
年
内
で
計
12

回
の
増
便
が
あ
り
ま
し
た
。
野
菜

部
会
主
導
の
声
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
一
回
の
出
荷
額
が
多
い
と
き

で
20
万
円
を
超
え
る
ほ
ど
の
量
に

な
り
ま
し
た
。

大
山
恵
み
の
里
売
場
の
商
品
の

品
質
維
持
、
向
上
の
為
に
、
唯
一

値
引
き
販
売
を
し
て
い
た
ホ
ー
プ

タ
ウ
ン
店
の
値
引
き
販
売
を
止
め

ま
し
た
。
こ
れ
も
野
菜
部
会
か
ら

の
提
案
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

品
質
も
良
く
な
り
、
お
客
様
か
ら

「
ま
ず
は
恵
み
の
里
コ
ー
ナ
ー
を

見
て
か
ら
買
い
物
を
す
る
」
と
い

う
声
も
頂
き
ま
し
た
。

【
加
工
部
会
関
係
】

加
工
食
品
衛
生
講
習
会
は
加
工

品
部
会
が
実
施
を
提
案
し
、
実
現

し
た
講
習
会
で
す
。
野
菜
の
生
産

⇒

出
荷⇒

加
工
へ
と
つ
な
が
る
循

環
型
販
売
」
実
現
に
向
け
て
の
大
き

な
一
歩
で
す
。

【
野
菜
部
会
関
係
】

加
工
場
で
大
山
町
産

加
工
用
ト
マ
ト
を
平
成

26
年
は
約
２
ｔ
の
買
取
り

を
行
な
い
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
も
加
工
場
で
買

い
取
り
ま
す
。

白
ね
ぎ
グ
ル
ー
プ
も
『

大
山
の
純
白
ね
ぎ
』
と
い

う
名
前
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ

ー
プ
を
作
成
し
、
出
荷
し

ま
す
。
出
荷
前
か
ら
外

食
産
業
か
ら
仲
卸
し
業

者
に
“
欲
し
い
”
と
い
う
依

頼
が
来
て
い
ま
す
。
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【
会
員
の
横
顔
】
№5

二
宮
聖
貴
さ
ん
（
31
歳
楽
仙
）

◇

◇

◇

「
自
然
薯
を
町
の
特
産
品
に
」

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
大
阪
で

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が

実
家
の
農
業
を
継
ぐ
た
め
に
３
年

前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
両
親
の

意
向
が
強
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
長
男
で
あ
る
と
い
う

自
覚
が
実
家
に
帰
る
こ
と
を
決
心

し
た
大
き
な
理
由
で
し
た
。

現
在
の
経
営
の
柱
は
芝
が
７
㌶

で
す
。
昨
年
か
ら
新
規
作
物
と
し

て
自
然
薯
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
然
薯
に
興
味
を
持
っ
た

理
由
は
、
都
会
育
ち
の
妻
が
自
然

薯
を
食
べ
た
い
と
言
い
出
し
た
の

で
、
近
く
の
山
か
ら
掘
っ
て
き
て
食

べ
た
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
大
変
お
い
し

い
と
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
な
ら
、
自
然
薯
を
栽
培
で
き
な

い
か
と
考
え
、
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
情

報
を
得
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

栽
培
技
術
を
勉
強
し
ま
し
た
。

今
年
は
５
㌃
で
約
１
，
２
０
０
本

を
収
穫
す
る
予
定
で
す
。
今
年
の

11
月
に
は
大
山
山
麓
自
然
薯
組
合

を
三
人
の
生
産
者
で
立
ち
上
げ
、

進
物
用
や
加
工
商
品
と
し
て
販
売

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

販
路
は
、
大
山
恵
み
の
里
公
社
や

ア
ス
パ
ル
以
外
に
も
イ
オ
ン
や
高

島
屋
な
ど
で
試
食
販
売
を
行
い
、

販
売
の
定
着
・
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

学
校
給
食
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◆
名
和
小
学
校
1
月
27
日
（
火
）

◆
大
山
小
学
校
1
月
28
日
（
水
）

◆
費
用

１
食
２
７
８
円

希
望
者
は
、
公
社
本
部
（
担
当
：

高
根
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎

０
８
５
９
ー
５
４
ー
６
６
０
０

今
後
は
、
六
次
産
業
化
で
の
加
工
品

づ
く
り
や
ネ
ッ
ト
通
販
に
も
取
り
組

む
予
定
で
す
。
将
来
の
目
標
と
し
て

は
、
芝
栽
培
だ
け
で
な
く
自
然
薯

も
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
大
山
町
の

特
産
品
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
“
大
山
の
自
然
薯
”
お

い
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

価
値
に
見
合
っ
た
値
段
で
売
っ
て

い
き
た
い
の
で
、
販
路
拡
大
に
向

け
、
公
社
に
も
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
も
、
畑
に

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
我
々
の
取

り
組
み
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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■
売
れ
筋
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ

１
・
２
月
（
２
ヶ
月
分
）
の
道
の
駅
と

み
く
り
や
市
の
売
れ
筋
商
品
（
単
位

は
数
量
）
の
ト
ッ
プ
テ
ン
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
11
・12
月
と
同
様
に

大
山
町
特
産
の
白
ネ
ギ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
ト
ッ
プ
を
占
め
ま
す
。
そ
の

他
も
、
大
根
や
白
菜
な
ど
の
定
番
の

野
菜
が
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
。

冬
場
は
、
観
光
客
の
減
少
に
よ
り

道
の
駅
利
用
者
も
少
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
販
売
数
量
も
ピ
ー
ク
の
夏

場
よ
り
３
、
４
割
は
減
少
し
ま
す
。

【お
知
ら
せ
】

加
工
食
品
安
全
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

対
象
者
は
、
町
内
で
加
工
食
品
を

製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後

予
定
し
て
い
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
事

業
者
の
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

た
講
習
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

で
す
。
大
山
恵
み
の
里
公
社
に
加
工

品
を
出
荷
（
委
託
）
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
受
講
し
て
下
さ
い
。
日
程
は
左

記
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
か
の
日
程

に
１
回
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
未
受
講
の
方
は
、
平
成
27

年
４
月
以
降
、
加
工
品
を
公
社
に
出

荷
し
て
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
21
日
（水
）

２
月
18
日
（水
）

３
月
18
日
（水
）

い
ず
れ
も
・・
・

①

昼
の
部
13:

30
～

②

夜
の
部
19:

00
～

◆
会
場

名
和
公
民
館

◆
内
容

食
中
毒
・異
物
混
入
防
止

食
品
表
示
の
留
意
点

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申

込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

【
（
担
当
：金
田
】

☎

０
８
５
９-

54-

６
６
０
０

編
集
後
記

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
ま

た
ひ
と
つ
歳
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
年
も
健
康
で
頑
張
り

た
い
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
ど
う

ぞ
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。(

さ)

■
事
務
局
か
ら

平
成
27
年
度
年
会
費
に
つ
い
て

大
山
恵
み
の
里
会
（
生
産
者
会
員

組
織
）
の
年
会
費
千
円
の
納
期
は
平

成
27
年
1
月
31
日
で
す
。

◆
現
金
納
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
公

社
本
部
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、
公
社
本
部
事
務
所
は
、

12
月
１
日
に
道
の
駅
名
和
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
内
の
プ
レ
ハ
ブ
平
屋
建
物

に
移
転
し
て
い
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
営
業
日
の
関
係
で
２
月
２

日
（
月
）
に
引
落
に
な
り
ま
す
。
ま
た

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

１
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
口
座
振
替

依
頼
書
を
公
社
本
部
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
振
替
依
頼
用
紙
は
、
公
社

本
部
と
Ｊ
Ａ
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機

関
か
ら
左
記
の
口
座
に
入
金
し
て
く

だ
さ
い
。

鳥
取
西
部
農
協

名
和
支
所

普

通

０
０
１
８
５
３
２

大
山
恵
み
の

里
会
会
長
米
本
隆
記
（
だ
い
せ
ん
め

ぐ
み
の
さ
と
か
い

か
い
ち
ょ
う

よ

ね
も
と
た
か
よ
し
）

公
社
本
部
事
務
所
は
、
Ａ
コ
ー

プ
名
和
店
２
階
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